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協議会名： 四万十町地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域フィーダー系統確保維持国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

①払川線
輸送人員目標：406人
輸送人員実績：300人
１運行当たり輸送人員：1.6人

②道徳線
輸送人員目標：1,735人
輸送人員実績：1,501人
１運行当たり輸送人員：6.4人

③奥呉地線
輸送人員目標：1,735人
輸送人員実績：1,017人
１運行当たり輸送人員：3.9人

④折合線
輸送人員目標：④+⑤1,406人
輸送人員実績：449人
１運行当たり輸送人員：3.4人

⑤折合線（天ノ川西経由）
輸送人員目標：④+⑤1,406人
輸送人員実績：762人
１運行当たり輸送人員：9.7人

⑥若井川線
輸送人員目標：1,383人
輸送人員実績：865人
１運行当たり輸送人員：4.7人

⑦川ノ内線
輸送人員目標：933人
輸送人員実績：809人
１運行当たり輸送人員：4.4人

⑧神ノ川線（水源地）
輸送人員目標⑧+⑨269人
輸送人員実績：198人
１運行当たり輸送人員：1.1人

⑨神ノ川線（奥神ノ川）
輸送人員目標：⑧＋⑨269人
輸送人員実績：8人
１運行当たり輸送人員：2人

⑩床鍋線
輸送人員目標：1,459人
輸送人員実績：1,021人
１運行当たり輸送人員：3.9人

⑪東北ノ川線
輸送人員目標：1,750人
輸送人員実績：1,321人
１運行当たり輸送人員：5.1人

⑫飯ノ川線
輸送人員目標：1,653人
輸送人員実績：1,353人
１運行当たり輸送人員：5.8人

⑬小野線
輸送人員目標：605人
輸送人員実績：590人
１運行当たり輸送人員：3.2人

目標３：路線バス（定期外）
とコミュニティバスの利用者
数を増やす。
【目標達成率】97%
【目標】
路線バス　21,092人
コミュニティバス　21,031人
合計：42,123人
【実績】
路線バス　21,894人
コミュニティバス　18,943人
計：40,837人
（対前年比：95%）
（対前々年比：94%）

＊目標を達成できていな
い。

目標４：ＩＣカードですかを所
持する人を増やす。
【目標達成率】98%
目標：248人
【実績】
令和6年12月現在　242人
（対前年比：108%）
（対前々年比：116%）

＊目標を達成できていな
い。

目標５：鉄道の利用者数
（定期外）を増やす。
【目標達成率】±0%
【目標】
20,440人を下回らず増加す
る。
【実績】
20,440人
（対前年比：0%）
（対前々年比：121%）

＊目標を達成できていな
い。
目標６：収支率（運賃収入/
経常経費）：16.2％　を下回
らない。
【目標】収支率　16.2%
【実績】収支率　16.0%
（対前年比：+4.8%）

＊目標を達成できていな
い。

利用者1人当たり公的負担
額：1,591円/人　を上回らな
い。
【目標】1,591円/人
【実績】1,864円/人
(対前年比：119%)

＊目標を達成できていな
い。

　高齢化が進む中で、公共交
通全体的に利用者数を維持し
ていくことや、運行会社の乗務
員不足などが課題に挙がって
きていることから、コミュニティ
バスに限らず、ライドシェア関連
及び生活支援事業等も選択肢
に入れた、持続可能な移動手
段の確保を模索していく。
　今回、すべての項目が目標
値に達していないため、引き続
き地域の利用者等から情報収
集を行いつつ、既存路線の見
直しを含めた実情に見合った
路線の再編を進めることで、利
用率、一人当たりの公的資金
額及び収支率の改善を図る。
　また、スクールバスとの併用
により、一般利用がしづらい不
効率な運行となっている一部の
バス路線について、さらなるコ
ミュニティバスへの切り替えを
進め、地域全体の利便性向上
につなげていく。

　鉄道関連では、令和５年度に
JRと連携し行ったモーダルミッ
クスの取り組みについて、現在
本格運用に至っていないもの
の、バス幹線の再編と合わせ
た利便性向上施策として前向
きに協議を進めている。
　予土線利用促進対策協議会
におけるJR予土線の利用促進
の取り組みも、愛媛県と高知県
が足並みをそろえ実施してお
り、全線開通50周年記念の取り
組みを展開していく予定であ
る。

A

　コミュニティバスは、主に高齢
化により、全体的に利用が減少
傾向である。特に①払川線、⑧
神ノ川線は利用者（１運行当た
り２人）の基準に達していないこ
とから、利用喚起や既存路線
の変更を含め、サービス内容
の見直しが早急な課題である。
　③奥呉地線については、新た
な利用者ニーズを路線に反映
し、令和６年10月より経路の変
更を行った。その他、同期に大
正北部地域で行っていたコミュ
ニティバス実証運行を本格運
行へ移行している。
　昨年同様、バスに乗り慣れて
いない人でもバス停で現地と目
的地までの路線を認識できるよ
う、バス停掲示物に路線図を記
載したものへの更新を順次進
めており、環境整備に努めてい
る。
　令和６年３月に四万十町公共
交通計画を策定し、令和10年
度までの５か年で、社会情勢の
変化や住民の移動ニーズを整
理しつつ、路線再編を主に進
め、利便性の高い公共交通を
目指すこととしている。
　令和７年度事業については目
標値を公共交通計画に則し下
記のように設定。

【目標１】路線バス及びコミュニ
ティバス利用者数を維持させる
目標：
（路線バス）64,606人
（コミュニティバス）20,194人

【目標２】路線バス及びコミュニ
ティバスの収支率を維持させる
目標：11.28%

【目標３】路線バス及びコミュニ
ティバスの公的資金投入額（利
用者１人当たり）を縮小させる
目標：1,560円/人

（計画３年目、５年目に実施）
【目標４】コミュニティバス利用
者の満足度を向上させる
目標：アンケート調査により、各
コミュニティバスの「運行経
路」、「運行ダイヤや乗り継ぎ」
に関する満足傾向（とても満
足、満足の合計）がそれぞれ
80％を超えることを目標とす
る。

【目標５】主要施設最寄りバス
停における乗降者数が増加す
る
目標値：年５%増加

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画又は地域公共交通計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

C

四万十町地域公共交通活
性化協議会

目標１：公共交通空白地区
に暮らす移動制約者を出
現させない。
【目標達成率】▲0%
【目標】
公共交通空白地区内の世
帯数220世帯の内、独自の
移動手段を持たない世帯26
世帯を下回る。
【実績】
公共交通空白地区内世帯
数220世帯の内、独自の移
動手段を持たない世帯は26
世帯
（対前年比：▲0%）
（対前々年比：▲42%）

＊目標を達成できていな
い。

目標２：町内の鉄道、路線
バス及びコミュニティバスの
年間利用者数が前年実績
を維持していく。
【目標達成率】97%
【目標】
鉄道　74,500人
路線バス　64,100人
コミュニティバス　20,600人
計：159,200人

【実績】
鉄道　73,000人
路線バス　62,188人
コミュニティバス　19,389人
計：154,577人
（対前年比：97%）
（対前々年比：99%）

＊目標を達成できていな
い。

・コミュニティバスは、可能な
限り幹線系統である路線バ
ス及び鉄道との接続を意識
したダイヤ設定をしている。
・路線バス、コミュニティバス
及び鉄道の時刻表を情報
冊子にまとめて運行会社及
び役場などの公共施設に配
置している。
・地域の方の意見を路線の
再編に反映できるよう、説
明会や意見交換会を実施し
ている。
・コミュニティバスの実証運
行では、バスの利用に慣れ
てもらえるよう、期間中にバ
スを活用した地域イベントを
開催した。


